▼差別に関する基本的な考え（問２）　年齢階層別　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料1-3


（単位：％）
	
	
	20歳代
N=１０６
	30歳代
N=158
	40歳代
N=231
	50歳代
N=203
	60歳代
N=343
	70歳～
N=305

	差別は人間として恥ずべき行為であり、私たち一人ひとりが差別しない人にならなければならない
	そう思う
	93.4
	92.4
	91.8
	93.6
	90.7
	91.2

	
	そう思わない
	2.8
	6.3
	2.6
	1.5
	2.9
	2.6

	差別されている人は、まず、自分たちが世の中に受け入れられるよう努力することが必要だ
	そう思う
	35.9
	34.1
	42.0
	39.4
	51.6
	61.0

	
	そう思わない
	49.1
	53.8
	44.6
	37.4
	33.6
	21.0

	差別問題に無関心な人にも、差別問題についてきちんと理解してもらうことが必要である
	そう思う
	85.9
	84.8
	84.4
	77.3
	76.1
	73.4

	
	そう思わない
	10.3
	11.4
	8.6
	10.4
	13.4
	13.1

	差別の原因には、差別される人の側に問題があることも多い
	そう思う
	34.0
	32.2
	28.2
	29.6
	43.1
	44.6

	
	そう思わない
	44.3
	51.9
	45.9
	44.4
	38.7
	33.1

	差別をなくすために、行政は努力する必要がある
	そう思う
	82.1
	84.1
	80.5
	80.3
	79.6
	73.8

	
	そう思わない
	14.1
	13.3
	12.1
	9.9
	11.3
	12.8

	どのような手段を講じても、差別を完全になくすことは無理だ
	そう思う
	79.2
	84.8
	78.8
	70.5
	66.8
	63.3

	
	そう思わない
	7.6
	6.4
	12.1
	16.2
	19.5
	18.7

	差別を受けてきた人に対しては、格差をなくすために行政の支援が必要だ
	そう思う
	57.5
	62.6
	61.9
	64.1
	65.9
	59.0

	
	そう思わない
	28.3
	24.0
	23.4
	22.7
	21.6
	23.6

	差別に対して抗議や反対をすることによって、かえって問題が解決しにくくなる
	そう思う
	46.3
	47.4
	40.7
	44.9
	54.2
	56.8

	
	そう思わない
	32.1
	36.1
	38.1
	34.0
	32.0
	20.6


そう思う＝　「そう思う」＋「ややそう思う」　　そう思わない　＝「そう思わない」＋「あまりそう思わない」



▼差別に関する基本的な考え（問２）　前回調査結果との比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位　上段：％、下段：実数）
	
	そう思う※
	そう思わない※

	
	H27
	H22
	H27
	H22

	差別は人間として恥ずべき行為であり、私たち一人ひとりが差別しない人にならなければならない
	91.8
	81.2
	2.9
	8.3

	
	1,246
	733
	40
	75

	差別されている人は、まず、自分たちが世の中に受け入れられるよう努力することが必要だ
	47.0
	60.7
	36.7
	23.8

	
	638
	548
	498
	215

	差別問題に無関心な人にも、差別問題についてきちんと理解してもらうことが必要である
	78.6
	73.5
	11.8
	12.7

	
	1,068
	664
	160
	115

	差別の原因には、差別される人の側に問題があることも多い
	36.8
	43.7
	41.4
	43.7

	
	500
	395
	562
	395

	差別をなくすために、行政は努力する必要がある
	79.2
	74.5
	12.0
	12.0

	
	1,076
	673
	163
	108

	どのような手段を講じても、差別を完全になくすことは無理だ
	71.4
	67.0
	15.1
	17.4

	
	970
	605
	204
	157

	差別を受けてきた人に対しては、格差をなくすために行政の支援が必要だ
	62.3
	62.1
	23.3
	22.0

	
	847
	561
	317
	199

	差別に対して抗議や反対をすることによって、かえって問題が解決しにくくなる
	49.7
	47.2
	31.2
	27.4

	
	675
	426
	424
	247


　※そう思う＝「そう思う」＋「ややそう思う」　　そう思わない　＝「そう思わない」＋「あまりそう思わない」



▼人権問題についての情報・知識の入手経路（問４）×個別の人権問題の認知（問３）　クロス集計               
※問3、問4はともに複数回答
　読み方：問4で「家族」と答えた者の82.4％が問3で「女性の人権問題を知っている」と回答

（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　問3

問4　　　　　　　　　　　Ｎ
	女　性
	子ども
	高齢者
	障がい者
	同和問題
	外国人
	ＨＩＶ・ハンセン病
	こころの病

	家族              307
	82.4 
	87.0
	83.1
	80.5
	78.5
	62.5
	68.4
	66.1

	友人・知人         312
	76.6
	86.2 
	82.4
	77.2
	74.7
	52.6
	63.5
	58.3

	広報紙・誌         352
	82.1 
	88.9 
	84.7 
	82.1
	83.0 
	55.4 
	69.6 
	65.6

	新聞・TV・ﾗｼﾞｵ    1143
	79.2 
	87.8
	82.9 
	78.0 
	76.5 
	54.0 
	63.7 
	56.8

	インターネット       338
	87.6 
	90.2 
	86.4 
	84.0 
	78.7 
	70.4 
	74.0 
	68.0

	学校教育          464
	86.0 
	89.7 
	85.1 
	83.4 
	79.5 
	64.7 
	69.8 
	61.9

	職場・地域での研修  370
	85.7 
	90.3 
	87.0 
	83.8 
	83.2 
	64.1 
	70.8 
	66.8

	全体　　　　　　　　　　1358
	77.0
	85.3
	80.1
	75.6
	74.2
	53.2
	61.8
	55.7



	　　　　　　　　　　　　問3

問4　　　　　　　　　　　Ｎ
	犯罪被害者
	ホームレス
	性的マイノリティ
	職業や雇用
	セクハラ・パワハラ
	インターネット
	ヘイトスピーチ

	家族              307
	64.2
	58.3
	49.5
	68.1
	80.8
	70.4
	63.2

	友人・知人         312
	57.7
	51.6 
	42.6 
	62.2 
	75.0 
	60.6 
	56.1 

	広報紙・誌         352
	63.6 
	56.8 
	46.9 
	67.0 
	78.7 
	69.9 
	66.8 

	新聞・TV・ﾗｼﾞｵ    1143
	57.7 
	52.5 
	43.7 
	58.4 
	78.4 
	66.3 
	60.5 

	インターネット       338
	68.0 
	60.7 
	60.1 
	70.4 
	89.1 
	84.6 
	73.7 

	学校教育          464
	62.3 
	56.7 
	54.3 
	64.9 
	85.3 
	76.9 
	64.2 

	職場・地域での研修  370
	64.6 
	61.6 
	58.1 
	69.2 
	84.3 
	69.7
	67.8 

	全体　　　　　　　　　　1358
	56.0
	51.0
	43.3
	57.3
	76.2
	64.1
	58.0








▼個別の人権問題の認知（問３）×当該人権問題に関係する個別・具体の事象に対する考え（問１）　クロス集計    

※問題あり＝「問題があると思う」＋「やや問題があると思う」
問題なし＝「問題があるとは思わない」＋「あまり問題があると思わない」
（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問1

問3
	(1)職場で顔を合わせるたびに「まだ結婚しないのか」と言う

	
	問題あり
	問題なし

	女性の人権問題（例：職場における差別待遇、役割分担意識）
	　
	　

	　
	知っている
	1046
	80.9
	14.1

	　
	知らない
	312
	59.9
	21.8

	セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント
	　
	　

	　
　
	知っている
	1035
	81.2
	13.9

	
	知らない
	323
	59.8
	22.3

	問１(1)　　全体
	1358
	76.1
	15.9



（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問1

問3
	(2)中学生の携帯電話やスマートフォンの使用を親の判断で制限する

	
	問題あり
	問題なし

	子どもの人権問題（例：いじめ、虐待）
	　
	　

	　
	知っている
	1158
	10.9
	82.3

	
	知らない
	200
	19.0
	68.0

	インターネットによる人権侵害
（例：誹謗中傷、リベンジポルノ）
	　
	　

	　
	知っている
	870
	9.8
	85.6

	　
	知らない
	488
	16.2
	70.5

	問１(２)　　全体
	1358
	12.1
	80.2



（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問1

問3
	(3)家族が不在の際、介護が必要な高齢者を家から出られなくする

	
	問題あり
	問題なし

	高齢者の人権問題（例：虐待、介護放棄）
	　
	　

	　
	知っている
	1088
	49.1
	30.2

	　
	知らない
	270
	51.1
	27.4

	問１(3)　　全体
	1358
	49.5
	29.7






（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問1

問3
	(4)視覚障がい者との会話ではテレビや映画、風景などは意識して話題にしないようにする

	
	問題あり
	問題なし

	障がい者の人権問題（例：就職での不利な扱い、差別的言動）
	　
	　

	　
	知っている
	1027
	37.5
	38.6

	　
	知らない
	331
	30.8
	40.5

	問１(4)　　全体
	1358
	35.9
	39.0



（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　   問1

問3
	(5)結婚する際、興信所や探偵業者などを使って相手の出自を調べる

	
	問題あり
	問題なし

	同和問題　（例：結婚の際の周囲の反対、身元調査）
	　
	　

	　
	知っている
	1008
	58.5
	26.7

	　
	知らない
	350
	54.3
	22.3

	問１(5)　　全体
	1358
	57.4
	25.6



（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　   問1


問3
	(6)同じマンションに住む外国人とは生活文化が異なり、日本語があまり話せないので、付き合わないようにする

	
	問題あり
	問題なし

	外国人の人権問題（例：入居や入店の拒否）
	　
	　

	　
	知っている
	722
	65.1
	20.5

	　
	知らない
	636
	53.9
	22.6

	ヘイトスピーチ(例：特定の民族や国籍の人に対する差別的言動）
	
	

	　
	知っている
	787
	65.1
	19.3

	　
	知らない
	571
	52.7
	24.5

	問１(6)　　全体
	1358
	59.9
	21.5



（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　   問1

問3
	(7)ＨＩＶ感染者やハンセン病回復者とは一緒に食事や入浴をしない

	
	問題あり
	問題なし

	ＨＩＶ感染者やハンセン病回復者の人権問題(例：結婚の際の周囲の反対)
	　
	　

	　
	知っている
	839
	57.1
	17.3

	　
	知らない
	519
	39.7
	28.9

	問１(7)　　全体
	1358
	50.4
	21.7






（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　   問1

問3
	(8)こころの病のある人には関わらないようにする

	
	問題あり
	問題なし

	こころの病(うつ病、依存症など)に関する人権問題
	　
	　

	　
	知っている
	756
	60.4
	19.3

	　
	知らない
	602
	48.0
	26.9

	問１(8)　　全体
	1358
	54.9
	22.7



（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　   問1

問3
	(9)痴漢の被害者に「あなたにも問題があったのではないか」と言う

	
	問題あり
	問題なし

	犯罪被害者の人権問題(例：犯罪行為による精神的ショック、プライバシーの侵害)
	　
	　

	　
	知っている
	760
	77.8
	10.8

	　
	知らない
	598
	66.2
	16.7

	女性の人権問題（例：職場における差別待遇、役割分担意識）
	　
	　

	　
	知っている
	1046
	77.3
	11.7

	　
	知らない
	312
	57.1
	19.2

	セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント
	　
	　

	　
	知っている
	1035
	76.7
	11.8

	　
	知らない
	323
	59.8
	18.6

	問１(9)　　全体
	1358
	72.7
	13.4



（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　   問1

問3
	(10)公園でホームレスが近づいてきたので足早に立ち去る

	
	問題あり
	問題なし

	ホームレスの人権問題(例：周囲の嫌がらせや暴力)
	　
	　

	　
	知っている
	693
	34.6
	47.9

	　
	知らない
	665
	22.9
	55.8

	問１(10)　　全体
	1358
	28.9
	51.8



（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　   問1

問3
	(11)職場で同性愛者と席が隣になることを嫌が
　　る

	
	問題あり
	問題なし

	性的マイノリティの人権問題(例：同性愛者に対する嫌がらせ)
	　
	　

	　
	知っている
	588
	73.5
	16.8

	　
	知らない
	770
	49.6
	28.7

	問１(11)　　全体
	1358
	59.9
	23.6



（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　   問1
問3
	(12)人前で部下を長時間にわたり大声で叱る

	
	問題あり
	問題なし

	セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント
	　
	　

	　
	知っている
	1035
	95.8
	2.1

	　
	知らない
	323
	91.6
	2.5

	問１(12)　　全体
	1358
	94.8
	2.2



（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　   問1

問3
	(13)インターネットのサイトに他人の誹謗中傷を書き込む

	
	問題あり
	問題なし

	インターネットによる人権侵害（例：誹謗中傷、リベンジポルノ）
	　
	　

	　
	知っている
	870
	98.6
	0.5

	　
	知らない
	488
	92.4
	1.8

	問１(13)　　全体
	1358
	96.4
	1.0







▼個別の人権施策の評価（問５）　当該施策を「知っている」※と回答した者を母数に集計　　　　　　　　　　　　　　　　
　 ※「知っている」の内訳は「知っているが利用・参加したことがない」、「役に立った」、「役に立たなかった」、
「どちらとも言えない」
（単位：％）
	
	20歳代
N=85
	30歳代
N=127
	40歳代
N=167
	50歳代
N=156
	60歳代
N=268
	70歳～
N=171
	全体N=980

	(1)啓発ﾎﾟｽﾀｰや車内吊り広告
	
	
	
	
	
	
	

	
	役に立った
	10.6
	14.1
	9.6
	16.0
	11.2
	14.0
	12.6

	（1） 
	役に立たなかった
	5.9
	7.9
	5.4
	1.9
	4.9
	5.3
	5.1


　　　　　　　　　　　
	
	20歳代
N=91
	30歳代
N=140
	40歳代
N=191
	50歳代
N=175
	60歳代
N=292
	70歳～
N=222
	全体
N=1,117

	(2)新聞・雑誌、テレビ・ラジオ、インターネットなどを利用した啓発広報
	
	
	
	
	
	
	

	
	役に立った
	18.7
	16.4
	19.9
	20.6
	14.7
	24.8
	19.1

	（2） 
	役に立たなかった
	3.3
	4.3
	3.1
	2.3
	4.5
	1.4
	3.2


　　　　　　　　　　　
	

	20歳代
N=67
	30歳代
N=91
	40歳代
N=134
	50歳代
N=120
	60歳代
N=191
	70歳～
N=143
	全体
N=750

	(3)啓発冊子や教材
	
	
	
	
	
	
	

	
	役に立った
	23.9
	23.1
	25.4
	30.8
	24.6
	16.8
	24.0

	（3） 
	役に立たなかった
	4.5
	6.6
	7.5
	4.2
	6.8
	9.1
	6.8


　　　　　　　　　　　
	
	20歳代
N=67
	30歳代
N=103
	40歳代
N=144
	50歳代
N=131
	60歳代
N=209
	70歳～
N=152
	全体
N=810

	(4)講演会・映画会
	
	
	
	
	
	
	

	
	役に立った
	26.9
	16.5
	29.2
	35.1
	28.2
	25.0
	27.3

	（4） 
	役に立たなかった
	4.5
	3.9
	4.9
	2.3
	3.3
	3.9
	3.8


　　　　　　　　　　　
	
	20歳代
N=54
	30歳代
N=73
	40歳代
N=105
	50歳代
N=119
	60歳代
N=182
	70歳～
N=124
	全体
N=660

	(5)研修会
	
	
	
	
	
	
	

	
	役に立った
	25.9
	17.8
	27.6
	38.7
	30.2
	15.3
	26.7

	（5） 
	役に立たなかった
	9.3
	6.8
	5.7
	1.7
	4.9
	4.8
	5.2


　　　　　　　　　　　
	
	20歳代
N=61
	30歳代
N=103
	40歳代
N=143
	50歳代
N=126
	60歳代
N=180
	70歳～
N=133
	全体
N=748

	(6)人権啓発フェスティバルなどのイベント
	
	
	
	
	
	
	

	
	役に立った
	19.7
	1.0
	8.4
	15.1
	12.2
	9.0
	10.4

	（6） 
	役に立たなかった
	4.9
	5.8
	5.6
	0.8
	5.6
	5.3
	4.8


　　　　　　　　　　　
	
	20歳代
N=69
	30歳代
N=101
	40歳代
N=150
	50歳代
N=132
	60歳代
N=188
	70歳～
N=128
	全体
N=771

	(7)作文、詩、読書感想文、ポスターなどの募集、表彰
	
	
	
	
	
	
	

	
	役に立った
	15.9
	11.9
	10.7
	16.7
	13.8
	11.7
	13.5

	（7） 
	役に立たなかった
	7.2
	7.9
	5.3
	2.3
	5.3
	5.5
	5.4


　　　　　　　　　　
	
	20歳代
N=53
	30歳代
N=92
	40歳代
N=130
	50歳代
N=143
	60歳代
N=225
	70歳～
N=169
	全体
N=816

	(8)大阪府・市町村などの人権相談窓口
	
	
	
	
	
	
	

	
	役に立った
	7.5
	1.1
	6.2
	4.9
	5.3
	4.7
	4.9

	（8） 
	役に立たなかった
	5.7
	3.3
	3.8
	1.4
	2.7
	2.4
	2.8


　　　　　　　　　　　
	
	20歳代
N=23
	30歳代
N=31
	40歳代
N=35
	50歳代
N=47
	60歳代
N=73
	70歳～
N=69
	全体
N=279

	(9)戸籍謄本等の第三者への交付をお知らせする事前登録型本人通知制度
	
	
	
	
	
	
	

	
	役に立った
	17.4
	6.5
	11.4
	8.5
	13.7
	7.2
	10.4

	（9） 
	役に立たなかった
	8.7
	9.7
	11.4
	2.1
	2.7
	7.2
	6.1






▼個別の人権施策の評価（問５）、当該施策を続けていくべきか（問5-1）
当該施策を「利用・参加したことがある」と回答した者を母数に集計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：％）
	　
	　
	評価（問5）
	続けていくべきと思うか（問5-1）

	　
	N
	役に立った
	役に立たなかった
	どちらとも言えない
	拡充すべき
	現状のまま継続
	縮小すべき
	どちらとも言えない

	(1)啓発ポスターや車内吊り広告
	303
	40.6 
	16.5 
	42.9 
	18.5 
	46.2 
	10.9 
	22.4 

	(2)新聞・雑誌、テレビ・ラジオ、インターネットなどを利用した啓発広報
	376
	56.6 
	9.6 
	33.8 
	32.4 
	43.6 
	6.1 
	16.8 

	(3)啓発冊子や教材
	332
	54.2 
	15.4 
	30.4 
	17.5 
	46.1 
	13.3 
	21.1 

	(4)講演会・映画会
	344
	64.2 
	9.0 
	26.7 
	30.2 
	41.3 
	7.6 
	19.5 

	(5)研修会
	288
	61.1 
	11.8 
	27.1 
	30.6 
	40.6 
	10.4 
	17.7 

	(6)人権啓発フェスティバルなどのイベント
	208
	37.5 
	17.3 
	45.2 
	21.2 
	35.1 
	17.3 
	25.0 

	(7)作文、詩、読書感想文、ポスターなどの募集、表彰
	246
	42.3 
	17.1 
	40.7 
	19.1 
	43.9 
	13.4 
	21.5 

	(8)大阪府・市町村などの人権相談窓口
	126
	31.7 
	18.3 
	50.0 
	31.7 
	27.0 
	14.3 
	26.2 

	(9) 戸籍謄本等の第三者への交付をお知らせする事前登録型本人通知制度
	91
	31.9 
	18.7 
	49.5 
	15.4 
	34.1 
	17.6 
	33.0 





▼「人権上の課題を有する人やその支援者との交流会」や「子どもの居場所づくりや高齢者の見守りなど地域の自主的な活動」への参加（問６）×地域の活動への参加（問１６）　クロス集計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（単位　上段：％　下段：実数）
	問16
問6
	自治会活動　「できるだけ参加する」+「関心のあるものに参加する」※

	
	20歳代
	30歳代
	40歳代
	50歳代
	60歳代
	70歳～
	全体

	
交流・
協働
	参加経験あり
N=150
	2.0
	3.3
	10.7
	12.0
	14.7
	12.0
	54.7

	
	
	3
	5
	16
	18
	22
	18
	82

	
	参加体験なし
N=1,174
	1.3
	3.7
	4.9
	4.3
	9.1
	8.9
	32.1

	
	
	15
	44
	57
	50
	107
	104
	377


　　※選択肢は他に「誘われれば参加する」、「当番の仕事はするが、それ以外はあまり（ほとんど）参加しない」、
「参加しない」





▼住宅を選ぶ際に重視する（した）立地条件（問７）　「その他」（自由記述）82件の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　

立地条件　　　　　　          36件（実家に近い、学校・勤務地に近い 　等）
価格、家賃　　　　　 　         8件
治安	　　　　　　　　　 　        7件
その他　　　　　　　 　        10件
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
質問の趣旨から外れた記述   16件（生まれたときから住んでいる、ここに嫁いできた　等）
記述なし	　　          　5件





▼住宅に対する選ぶ際に重視する（した）立地条件（問７）　前回調査結果との比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※問い方が異なるため、参考

〔Ｈ27（N=1,358）〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
	
	重視する(した)

	都心部、最寄り駅や幹線道路へのアクセス
	75.3

	公共施設や商業、医療施設、公園や緑地などの状況
	68.1

	日照、眺望など
	61.0

	周辺の住宅の状況（戸建/集合、持ち家/賃貸など）
	40.6

	地域のイメージ
	51.8

	校区の教育水準や学力レベルの評判
	16.6

	近隣に低所得者が多いと言われていないか
	6.1

	近隣に外国籍住民が多いと言われていないか
	6.7

	近隣に同和地区があると言われていないか
	13.4



〔Ｈ22（N=903）〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
	
	避けると思う
	どちらかといえば避けると思う
	どちらかといえば避けないと思う
	まったく気にしない

	同和地区の地域内である
	30.5
	24.5
	11.6
	11.5

	小学校区が同和地区と同じ区域になる
	19.0
	23.9
	17.6
	17.7

	近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる
	10.7
	25.9
	23.3
	20.7

	近隣に外国籍の住民が多く住んでいる
	11.3
	27.4
	22.8
	20.0

	近くに精神科病院や障がい者施設がある
	11.4
	25.1
	23.9
	19.5











▼結婚相手を選ぶ際に重視すること（問９）×個別・具体の事象に対する考え( 問1)　クロス集計  　　　　　　　　　　　
[bookmark: _GoBack]
（単位　上段：％、下段：実数）
	　　　　　　　　　　　問9
問１
	国籍、民族
	相手やその家族が障がい者かどうか
	本籍・出生

	同じマンションに住む外国人とは生活文化が異なり、日本語があまり話せないので、付き合わないようにする
	　
	　
	　

	　
	問題あり
	10.9
	
	

	
	Ｎ＝813
	89
	
	

	
	問題なし
	18.8
	
	

	
	Ｎ＝292
	55
	
	

	視覚障がい者との会話ではテレビや映画、風景などは意識して話題にしないようにする
	　
	　
	　

	　
	問題あり
	
	4.7
	

	
	Ｎ＝487
	
	23
	

	
	問題なし
	
	8.9
	

	
	Ｎ＝530
	
	47
	

	結婚する際、興信所や探偵業者などを使って相手の出自を調べる
	　
	　
	　

	　
	問題あり
	
	
	3.7

	
	Ｎ＝780
	
	
	29

	
	問題なし
	
	
	11.2

	
	Ｎ＝347
	
	
	39

	問9　全体
Ｎ＝1358
	13.0
	6.7
	6.5

	
	176
	91
	88





▼結婚相手を選ぶ際に重視する(した)こと（問９）×個別の人権問題の認知（問3）　クロス集計  　　　　　　　　　　　　

（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問9
問3
	国籍、民族

	外国人の人権問題（例：入居や入店の拒否）
	　
　

	　
	知っている
	1046
	9.5

	　
	知らない
	312
	24.7

	ヘイトスピーチ（例：特定の民族や国籍の人に対する差別的言動
	　
　

	　
　
	知っている
	787
	13.1

	
	知らない
	571
	12.8

	問9　全体
	1358
	13.0


（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問9
問3
	相手やその家族が障がい者かどうか

	障がい者の人権問題（例：就職での不利な扱い、差別的言動
	　
　

	　
	知っている
	1027
	6.7

	　
	知らない
	331
	6.6

	問9　全体
	1358
	6.7



（単位：％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問9
問3
	本籍・出生地

	同和問題（例：結婚の際の周囲の反対、身元調査）
	　
　

	　
	知っている
	1008
	7.1

	　
	知らない
	350
	4.6

	問9　全体
	1358
	6.5








▼結婚相手について重視する（した）こと（問9）　前回調査結果とのと比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※問い方が異なるため、参考　

（単位：％）
	
	H27重視する(した)こと
N=1,358
	H22気になる(なった)こと
N=903

	人柄や性格
	93.6
	84.3

	趣味や価値観
	58.8
	50.2

	仕事に対する理解と協力
	44.3
	44.0

	家事や育児に対する理解と協力
	40.7
	34.0

	経済力
	38.9
	44.7

	学歴
	10.8
	13.7

	職業
	20.0
	26.4

	家族構成　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｈ27新設
	12.9
	     ―

	家柄
	8.9
	13.8

	離婚歴
	14.6
	21.9

	国籍、民族
	13.0
	25.2

	相手やその家族が障がい者かどうか
	6.7
	11.7

	相手やその家族の宗教
	14.1
	27.7

	ひとり親家庭かどうか
	1.3
	4.1

	本籍・出生地
	6.5
	―

	
	同和地区出身者かどうか
	　　  ―
	20.6





▼人権上問題と思われる言動を見聞きした場所（問11-3）　性別/年齢階層別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：％）
	男性
	N
	学校
	職場
	地域
社会
	インターネット
	その他

	２０歳代
	17
	11.8 
	47.1 
	5.9 
	17.6 
	17.6 

	３０歳代
	30
	3.3 
	56.7 
	23.3 
	20.0 
	0.0 

	４０歳代
	48
	8.3 
	41.7 
	31.3 
	27.1 
	6.3 

	５０歳代
	45
	2.2 
	53.3 
	26.7 
	22.2 
	11.1 

	６０歳代
	58
	3.4 
	31.0 
	46.6 
	13.8 
	10.3 

	70歳～
	39
	0.0 
	7.7 
	46.2 
	5.1 
	25.6 

	全体
	237
	4.2 
	38.0 
	33.8 
	17.7 
	11.4 



	女性
	N
	学校
	職場
	地域
社会
	インターネット
	その他

	２０歳代
	40
	7.5 
	40.0 
	22.5 
	30.0 
	15.0 

	３０歳代
	62
	11.3 
	45.2 
	22.6 
	19.4 
	11.3 

	４０歳代
	82
	9.8 
	51.2 
	22.0 
	14.6 
	12.2 

	５０歳代
	53
	9.4 
	52.8 
	24.5 
	18.9 
	9.4 

	６０歳代
	63
	7.9 
	22.2 
	50.8 
	4.8 
	20.6 

	70歳～
	37
	8.1 
	2.7 
	54.1 
	5.4 
	18.9 

	全体
	337
	9.2 
	38.3 
	31.5 
	15.1 
	14.2 







▼人権上問題と思われる言動を見聞きした場所（問11-3）別　人権問題の分野（問11-1）、内容（問11-2）　　　　

職場で見聞きした（N=222）
人権問題の分野　　　　　　　　（単位：％）　　　　　人権問題の内容　　　　　　（単位：％）
	女性
	18.9 

	子ども
	9.9 

	高齢者
	8.6 

	障がい者
	7.7 

	同和問題
	7.2 

	外国人
	6.3 

	ＨＩＶ感染者・ﾊﾝｾﾝ病回復者
	1.8 

	こころの病に関する人権問題
	8.1 

	犯罪被害者
	0.9 

	ホームレス
	0.0 

	性的マイノリティ
	3.6 

	職業や雇用をめぐる人権問題
	11.7 

	ｾｸﾊﾗ･ﾊﾟﾜﾊﾗ
	50.5 

	ネット上での誹謗中傷
	5.4 

	ヘイトスピーチ
	4.1 

	その他
	0.5 


	あらぬ噂、悪口、かげ口
	37.4 

	名誉き損、侮辱
	21.2 

	暴力、脅迫、強要
	9.9 

	不平等、不利益な扱い
	31.5 

	いじめ
	11.3 

	虐待
	8.6 

	嫌がらせ
	17.1 

	仲間はずれ
	7.7 

	プライバシーの侵害
	6.8 

	その他
	5.0 






















地域社会で見聞きした（N=192）
人権問題の分野　　　　　　　　（単位：％）　　　　　人権問題の内容　　　　　　（単位：％）
	女性
	16.7 

	子ども
	18.8 

	高齢者
	25.5 

	障がい者
	22.4 

	同和問題
	21.4 

	外国人
	12.0 

	ＨＩＶ感染者・ﾊﾝｾﾝ病回復者
	2.1 

	こころの病に関する人権問題
	13.5 

	犯罪被害者
	3.1 

	ホームレス
	2.6 

	性的マイノリティ
	4.7 

	職業や雇用をめぐる人権問題
	10.4 

	ｾｸﾊﾗ･ﾊﾟﾜﾊﾗ
	19.8 

	ネット上での誹謗中傷
	9.4 

	ヘイトスピーチ
	12.0 

	その他
	1.6 


	あらぬ噂、悪口、かげ口
	56.8 

	名誉き損、侮辱
	16.7 

	暴力、脅迫、強要
	9.9 

	不平等、不利益な扱い
	22.4 

	いじめ
	18.2 

	虐待
	12.0 

	嫌がらせ
	15.1 

	仲間はずれ
	9.4 

	プライバシーの侵害
	9.4 

	その他
	3.6 

























インターネットで見聞きした（N=94）
人権問題の分野　　　　　　　　（単位：％）　　　　　人権問題の内容　　　　　（単位：％）
	女性
	21.3 

	子ども
	21.3 

	高齢者
	16.0 

	障がい者
	17.0 

	同和問題
	9.6 

	外国人
	13.8 

	ＨＩＶ感染者・ﾊﾝｾﾝ病回復者
	4.3 

	こころの病に関する人権問題
	7.4 

	犯罪被害者
	3.2 

	ホームレス
	6.4 

	性的マイノリティ
	5.3 

	職業や雇用をめぐる人権問題
	10.6 

	ｾｸﾊﾗ･ﾊﾟﾜﾊﾗ
	22.3 

	ネット上での誹謗中傷
	47.9 

	ヘイトスピーチ
	28.7 

	その他
	0.0 


	あらぬ噂、悪口、かげ口
	44.7 

	名誉き損、侮辱
	21.3 

	暴力、脅迫、強要
	16.0 

	不平等、不利益な扱い
	23.4 

	いじめ
	20.2 

	虐待
	19.1 

	嫌がらせ
	26.6 

	仲間はずれ
	9.6 

	プライバシーの侵害
	11.7 

	その他
	4.3 






















学校で見聞きした（N=42）　　※母数が少ないため参考
人権問題の分野　　　　　　　　（単位：％）　　　　　人権問題の内容　　　　　（単位：％）
	女性
	11.9 

	子ども
	76.2 

	高齢者
	9.5 

	障がい者
	16.7 

	同和問題
	7.1 

	外国人
	4.8 

	ＨＩＶ感染者・ﾊﾝｾﾝ病回復者
	2.4 

	こころの病に関する人権問題
	11.9 

	犯罪被害者
	2.4 

	ホームレス
	2.4 

	性的マイノリティ
	0.0 

	職業や雇用をめぐる人権問題
	9.5 

	ｾｸﾊﾗ･ﾊﾟﾜﾊﾗ
	4.8 

	ネット上での誹謗中傷
	7.1 

	ヘイトスピーチ
	2.4 

	その他
	2.4 


	あらぬ噂、悪口、かげ口
	28.6 

	名誉き損、侮辱
	9.5 

	暴力、脅迫、強要
	9.5 

	不平等、不利益な扱い
	19.0 

	いじめ
	59.5 

	虐待
	14.3 

	嫌がらせ
	16.7 

	仲間はずれ
	23.8 

	プライバシーの侵害
	4.8 

	その他
	2.4 





▼見聞きした人権上問題と思われる言動の分野（問11-1）別　とった行動（問11-5ｂ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※自分自身に対する事象でないもの
（単位：％）
	　
	　Ｎ
	いけないことと指摘した
	いけないことと分かってもらおうとした
	相談した
	同調した
	話をそらした
	何もしなかった

	女性
	59
	18.6 
	22.0 
	11.9 
	6.8 
	8.5 
	35.6 

	子ども
	85
	21.2 
	12.9 
	18.8 
	5.9 
	3.5 
	36.5 

	高齢者
	66
	25.8 
	13.6 
	6.1 
	6.1 
	6.1 
	31.8 

	障がい者
	62
	19.4 
	12.9 
	8.1 
	6.5 
	9.7 
	41.9 

	同和問題
	52
	15.4 
	9.6 
	7.7 
	9.6 
	17.3 
	36.5 

	ｾｸﾊﾗ･ﾊﾟﾜﾊﾗ
	110
	19.1 
	10.9 
	12.7 
	10.9 
	5.5 
	43.6 

	ネット上での誹謗中傷
	48
	22.9 
	4.2 
	2.1 
	2.1 
	4.2 
	64.6 

	
以下、母数が少ないため参考

	外国人
	40
	22.5 
	25.0 
	0.0 
	0.0 
	15.0 
	35.0 

	ＨＩＶ感染者・ﾊﾝｾﾝ病回復者
	8
	0.0 
	50.0 
	0.0 
	0.0 
	12.5 
	37.5 

	こころの病に関する人権問題
	34
	17.6 
	23.5 
	11.8 
	8.8 
	17.6 
	20.6 

	犯罪被害者
	5
	40.0 
	0.0 
	0.0 
	0.0 
	0.0 
	60.0 

	ホームレス
	7
	42.9 
	14.3 
	0.0 
	0.0 
	14.3 
	28.6 

	性的マイノリティ
	15
	26.7 
	20.0 
	13.3 
	6.7 
	20.0 
	20.0 

	職業や雇用をめぐる人権問題
	31
	35.5 
	16.1 
	6.5 
	0.0 
	9.7 
	35.5 

	ヘイトスピーチ
	42
	16.7 
	11.9 
	2.4 
	4.8 
	4.8 
	54.8 





▼見聞きした人権上問題と思われる言動の分野（問11-1）別　必要な対策（問11-6ｂ）　　　　　　　　　　　　　　　　　
※自分自身に対する事象ではないもの

（単位：％）
	
	　　N
	行政が啓発に努める
	相談窓口を拡充する
	当事者自らが解決策を講じる
	学校教育・社会教育を充実する
	特に何もしなくてよい
	その他

	女性
	59
	52.5 
	59.3 
	32.2 
	50.8 
	3.4 
	8.5 

	子ども
	85
	30.6 
	56.5 
	17.6 
	67.1 
	0.0 
	4.7 

	高齢者
	66
	37.9 
	45.5 
	28.8 
	30.3 
	4.5 
	7.6 

	障がい者
	62
	43.5 
	54.8 
	22.6 
	54.8 
	3.2 
	6.5 

	同和問題
	52
	40.4 
	28.8 
	26.9 
	59.6 
	5.8 
	7.7 

	ｾｸﾊﾗ･ﾊﾟﾜﾊﾗ
	110
	37.3 
	61.8 
	25.5 
	40.0 
	0.9 
	11.8 

	ネット上での誹謗中傷
	48
	39.6 
	45.8 
	22.9 
	52.1 
	4.2 
	14.6 

	
以下、母数が少ないため参考

	外国人
	40
	42.5 
	35.0 
	12.5 
	57.5 
	5.0 
	12.5 

	ＨＩＶ感染者・ﾊﾝｾﾝ病回復者
	8
	37.5 
	25.0 
	25.0 
	37.5 
	0.0 
	0.0 

	こころの病に関する人権問題
	34
	41.2 
	47.1 
	23.5 
	47.1 
	0.0 
	14.7 

	犯罪被害者
	5
	80.0 
	60.0 
	20.0 
	60.0 
	0.0 
	20.0 

	ホームレス
	7
	57.1 
	42.9 
	28.6 
	28.6 
	0.0 
	14.3 

	性的マイノリティ
	15
	66.7 
	53.3 
	33.3 
	66.7 
	0.0 
	20.0 

	職業や雇用をめぐる人権問題
	31
	35.5 
	41.9 
	35.5 
	51.6 
	0.0 
	9.7 

	ヘイトスピーチ
	42
	64.3 
	31.0 
	19.0 
	47.6 
	4.8 
	14.3 





▼見聞きした人権上問題と思われる言動の分野（問11-1）、内容（問11-2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※自分自身に対する事象。母数が少ないため(67)参考

	人権問題の分野
	男性
	女性
	男性・女性と答えることに抵抗を感じる

	　
	N=19
	N=47
	N=1

	女性
	3
	11
	0

	子ども
	2
	5
	0

	高齢者
	1
	3
	0

	障がい者
	1
	3
	0

	同和問題
	2
	1
	0

	外国人
	0
	0
	0

	ＨＩＶ感染者・ﾊﾝｾﾝ病回復者
	0
	0
	0

	こころの病に関する人権問題
	1
	3
	0

	犯罪被害者
	0
	0
	0

	ホームレス
	0
	0
	0

	性的マイノリティ
	1
	1
	0

	職業や雇用をめぐる人権問題
	3
	7
	0

	ｾｸﾊﾗ･ﾊﾟﾜﾊﾗ
	12
	23
	1

	ネット上での誹謗中傷
	3
	3
	0

	ヘイトスピーチ
	1
	2
	0

	その他
	0
	3
	0


	人権問題の内容
	男性
	女性
	男性・女性と答えることに抵抗を感じる

	　
	N=19
	N=47
	N=1

	あらぬ噂、悪口、かげ口
	6
	15
	0

	名誉き損、侮辱
	3
	14
	0

	暴力、脅迫、強要
	4
	6
	0

	不平等、不利益な扱い
	7
	16
	0

	いじめ
	2
	3
	0

	虐待
	1
	3
	0

	嫌がらせ
	3
	10
	0

	仲間はずれ
	4
	5
	1

	プライバシーの侵害
	3
	5
	0

	その他
	2
	3
	0





▼人権問題や今後の人権施策・啓発についての意見・要望（問17　自由記述）のうち
「その他」９０件、「府政、行政全般に関する意見」４０件の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：件）
	正しい知識の普及が必要。子どもや企業、職員への人権教育に力を入れるべき。
	54

	行政による支援が必要。国や地方自治体が主体となって啓発すべき。
	36

	社会として努力・改善が必要。
	27

	大きく取り上げ過ぎ。何でも「人権」「差別」と騒がない。
	16

	人権問題に関する特権が多く、逆差別になっている。優遇や行き過ぎた支援が問題を大きくしている。
	13

	相談窓口を充実させる。
	11

	個人の意識や関心が重要。
	9

	差別をなくして平等にしてほしい。
	9

	人権問題についての知識がない、分からない。
	6

	その他
	90

	

	府政、行政全般に関する意見
	40



　                                　　　　　　　人権に関する意見（上記分類以外）　 42件
本調査に対する感想  　　　　　　　　　10件
回答者自身のこと、思い　　　　　　　　 21件
その他　　　　　　　　　　　　　　　     17件
人権行政に関するもの　　　　　　　　　 　18件
本調査に関する　意見　　　　　　　　　    8件
その他行政、府政全般に関する意見 　14件


▼人権問題や今後の人権施策・啓発についての意見・要望（問17　自由記述）で言及された人権問題　　　　　　　　
　　
　　　　　　（単位：件）
	同和問題
	44

	セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント
	22

	いじめ
	20

	外国人
	14

	障がい者
	12

	子ども
	12

	女性
	10

	高齢者
	 8

	職業、雇用、労働
	 6

	インターネット
	 4

	ＨＩＶ感染者、ハンセン病回復者
	 4

	ヘイトスピーチ
	 4

	性的マイノリティ
	 3

	マタニティハラスメント
	 3

	こころの病
	 3

	北朝鮮当局による拉致
	 3

	個人情報
	 2

	犯罪被害者
	 1

	ホームレス
	 1

	　　　　　　　　　　　　　　計
	176


▼結婚する際に相手の出自を調べることは人権上問題か（問1(5)）×結婚相手について本籍・出生地を重視する(した)（問９）　クロス集計    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※母数が少ないため（88）、参考
（単位　上段：％、下段：実数）
	　　　　　　　　　　　 問9

問1(5)
	結婚相手について本籍・出生地を重視する(した)

	
	20歳代
	30歳代
	40歳代
	50歳代
	60歳代
	70歳～
	全体

	
	N=2
	N=6
	N=8
	N=14
	N=21
	N=36
	N=８８

	結婚する際、興信所や探偵業者などを使って相手の出自を調べる
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	問題あり
	50.0 
	50.0 
	12.5 
	35.7 
	33.3 
	33.3 
	33.0 

	
	
	1 
	3 
	1 
	5 
	7 
	12 
	29

	
	問題なし
	0.0 
	16.7 
	75.0 
	42.9 
	47.6 
	41.7 
	44.3 

	
	
	0 
	1 
	6 
	6 
	10 
	15 
	39






問9　結婚相手を選ぶ際に国籍、民族を重視する（した）（単位：％）
	
	20歳代
Ｎ＝106
	30歳代
Ｎ＝158
	40歳代
Ｎ＝231
	50歳代
Ｎ＝203
	60歳代
Ｎ＝343
	70歳～
Ｎ＝305
	全体
Ｎ＝1,358

	
	12.3
	8.9
	11.7
	15.8
	12.2
	14.8
	13.0



問1(6)　同じマンションに住む外国人とは生活文化が異なり、日本語があまり話せないので、付き合わないようにする（「問題があると思わない」＋「あまり問題があると思わない」）（単位：％）
	
	20歳代
Ｎ＝106
	30歳代
Ｎ＝158
	40歳代
Ｎ＝231
	50歳代
Ｎ＝203
	60歳代
Ｎ＝343
	70歳～
Ｎ＝305
	全体
Ｎ＝1,358

	
	23.6
	29.1
	26.8
	16.2
	16.9
	21.3
	21.5




問9　結婚相手を選ぶ際に相手やその家族が障がい者かどうか重視する（した）（単位：％）
	
	20歳代
Ｎ＝106
	30歳代
Ｎ＝158
	40歳代
Ｎ＝231
	50歳代
Ｎ＝203
	60歳代
Ｎ＝343
	70歳～
Ｎ＝305
	全体
Ｎ＝1,358

	
	10.4
	5.7
	5.6
	7.4
	5.5
	7.2
	6.7



問1(4)　視覚障がい者との会話ではテレビや映画、風景などは意識して話題にしないようにする（「問題があると思わない」＋「あまり問題があると思わない」）（単位：％）
	
	20歳代
Ｎ＝106
	30歳代
Ｎ＝158
	40歳代
Ｎ＝231
	50歳代
Ｎ＝203
	60歳代
Ｎ＝343
	70歳～
Ｎ＝305
	全体
Ｎ＝1,358

	
	40.6
	41.1
	42.0
	36.9
	40.0
	35.8
	39.0




問9　結婚相手を選ぶ際に本籍・出生地を重視する（した）（単位：％）
	
	20歳代
Ｎ＝106
	30歳代
Ｎ＝158
	40歳代
Ｎ＝231
	50歳代
Ｎ＝203
	60歳代
Ｎ＝343
	70歳～
Ｎ＝305
	全体
Ｎ＝1,358

	
	1.9
	3.8
	3.5
	6.9
	6.1
	11.8
	6.5



問1(5)　結婚する際、興信所や探偵業者などを使って相手の出自を調べる（「問題があると思わない」＋「あまり問題があると思わない」）（単位：％）
	
	20歳代
Ｎ＝106
	30歳代
Ｎ＝158
	40歳代
Ｎ＝231
	50歳代
Ｎ＝203
	60歳代
Ｎ＝343
	70歳～
Ｎ＝305
	全体
Ｎ＝1,358

	
	18.9
	24.7
	25.1
	25.6
	27.4
	25.9
	25.5
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